
【背景と目的】 
高温の粉塵や煙が発生する災害現場やセキュリティ分野等において社会貢献できる携帯型実時間THzカ
メラを開発し、その実用性実証を行うことを目的とする。具体的には、従来のTHzカメラをベースに2THzよ
り低周波に感度を延ばすと共に高画素化を行い、0.25THzの海外製品カメラより高空間分解能の広視野
カメラの開発を行う。それにより、下図に示すカメラ不在領域を殆どなくすことができる。 

【研究開発の概要】 
高感度化と長波長化：新規画素構造の設計とプロセス開発 
高画素化：従来の320x240画素から640x480画素のボロメータ型アレイセンサの開発 
カメラ化：同アレイセンサを搭載した携帯型THzカメラや画像信号処理技術の開発 
実証実験：擬似災害現場または模擬セキュリティ現場でのデモ実験 

THzギャップを埋める実時間THzカメラの研究開発 
高温の粉塵や煙が大量に発生する災害現場やセキュリティ分野で役立つ640x480のＶＧＡフォーマットの携帯型THzカメラや信号処理技術
を開発し、その実用性実証を行うことを目的とする。 

研究期間：契約締結日から平成26年度末まで（3年間）  予算：平成24年度総額100百万（上限）  採択件数：1件   
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今回の提案Pjによって見込まれる感度改善 

 
 

ｶﾒﾗ不在領域 

Traycer社カメラ 

状況把握の効率：4倍 

従来の視野 

今回の提案の視野 

カメラ不在領域縮小：透過率向上 

機器の可搬性向上（同じ空間分解能を仮定） 
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